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1200余年の昔、唐の長安を模 して造られた平城京は、廃都の後その大部分が田園と

化していたが、近年に至 り急速に市街化が進みつつある。 しかし平安京などとくらべ、

なお旧態を存 しているところが多く、市街化に先立ってその遺跡を究明するとともに、

重要なものについては保存の対策が講ぜ られねばならない。

当研究所平城宮跡発掘調査部においては、京内の数ヶ所についてすでに調査を行つ

て来たが、昨昭和50年近畿郵政局の依頼にもとづき、奈良郵便局の移転計画用地であ

る左京 3条 2坊 6坪の発掘調査を担当した。

発掘調査は同坪の 3分の 1以上にわたって行われたが、その結果、当初予想もされ

なかった奈良時代の大規模な庭園遺構が発見されたのである。石組で固めた延長55m

に及ぶ園池が、ほtF完全な姿で遺されてお り、またこれと一体の形で、おおむね 2期

に区分される建物などの遺構が見出された。

あたかも東山を借景 とする見事な庭園遺構で、園池の形や水の勾配などから曲水の

宴が催されるにお、さわしいものであり、また後期の建物は後の寝殿造の地害Jり に類似

している。出土した木簡や瓦、そして建物の編年などから、奈良時代を通 じて存続し

たものであることが明らかであり、また平城宮に関連 した公的な庭園ではないかと推

定される。

8世紀の庭園が、万葉集や懐風藻にうたわれた姿さながらに、このような完全な形

であらわれ、その占地、地割、意匠、作庭技法などを細部まで知ることが出来るのは、

日本庭園史上からも画期的なことであり、上代遺跡としてまことに貴重なものと言わ

ねばならない。ここに取 り急ぎ調査の概要について公刊する人第である。

今回の発見は、庁合建設のための調査中にたまたま行われたものであり、今後 も積

極的な事前調査が行われる体制の必要を如実に示 したものと言うべ く、更に進んで京

内の重要遺跡について組織的計画的な調査が行われることを望むや切なるものがある。

1976年 3月

奈良国立文化財研究所長

/1ヽ  'II 修  三
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1.この概報は、近畿郵政局の依頼により昭和50年 6月 (予備調査)お よび10月 ～12月 (1本

調査)にかけて実施した奈良郵便局移建計画地の発掘調査に関するものである。

2.調査は、奈良国立文化財研究所平域宮跡発掘調査部 (部長鈴木嘉吉)が担当し、予備調査

には、牛川喜幸、森郁夫、横田拓実、宮本長二郎、吉日恵二、山本忠尚、須藤隆、本調査は、狩

野久、佐藤興治、日中哲雄、岡本東三、綾村宏、毛利光俊彦、松本修自が参加した。なお

調査補助員として東京大学玉井哲雄が参加した。

3.報告書の作成には調査員全員があたり、全体の討議をもとに次のように分担執筆した。

I・ I・ 日中哲雄、松本修自、Ⅲ-1・ 岡本東三、Ⅲ-2・
'II越

俊一、Ⅲ-3・ 毛利光俊

彦、Ⅲ-4・ 狩野久、綾村宏、Ⅳ・狩野久、日中哲雄。なお花粉分析、岩石鑑定、植物遺

体の鑑定は大阪市立大学教授 粉川昭平、同助手松岡数充、神戸市立教育研究所 前田保

夫の各氏に彼標し成果を得た。

4.本書の編集は田中哲雄、遺構i遺物`図版の写真は佃幹雄が担当し、航空写真の撮影はア

ジア航測株式会社があたつた。
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平城京左京三条二坊六坪

奈良郵便局移建計画地発掘調査概報

I序章

1調査の経過

この報告書は、奈良国
1立
文化財研究所が、平城京左京三条二坊六

坪にあたる奈良郵便局庁合移転計画用地 (奈良市尼ヶ辻ゴドサ甲669

の 1)に おいて行なった発掘調査の概報である。

調査は平城京内の大規模開発事業に伴なう事前協議の結果、奈良

県教育委員会の行政指導のもとに受益者負担で実施されるはこびと

なり、近畿郵政局の依頼によって発掘の作業を同研究所平城宮跡発

掘調査部が担当したものである。

まず用地内の遺跡の存否状況を確めるため、予備調査を行 うこと

として、昭和50年 5月 30日 ～ 7月 9日 までの約 lヵ 月強の期間、本

敷地内の南端に70m× 5mの東西 トレンチ、東端に90m× 5mの南

北 トレンチを各 1本設け計 800ドについて発掘した。その結果敷地

中央東寄 りで園池の一部を検 LLし 、また園池を画すると思われる塀、

および旧河川跡、西方では数棟の掘立柱建物を検出した。このよう

な予備調査の所見にもとづき、池の全容、坪内の建物配置を明らか

にするため、昭和50年 10月 13日 より12月 23日 までの約 2ヵ 月半の期

間、調査面積約3400m2に ついて本調査を実施した。両調査を併せて

発掘は4200m21こ 及ぶ。

本調査の結果、六坪の中′と、に大規模な園池が完全な形で発見され、

また、この園池と併存する建物・塀 。濤・井戸などを検出し、六坪

の京内での位置づけ、六坪内の様子が明らかになった。

予備調査、本調査は別記の工程で行なつた。また、埋め戻しは、

昭和50年 12月 24日 から1月 7日 まで、遺構の養生を考慮して、各柱

穴には真砂土を、池については、石の上、平均厚20cm以上砂で覆っ

て、その上を土で埋め戻した。なお池の立石の高い部分では、埋め

上が外側へ流出しないよう、杭と矢板で土留め施設の施工も一部行

なった。また池埋め戻し前に、木樋・木枠など木製品のP.E.G。によ

る保存処理、庭石などのエポキシ系樹脂による手J離防止など保存処

置を行なった。

池および建物跡は庁合敷地の全域にわたるため、現在遺跡の今後

の取 り扱いについて関係者の話し合いが続けられている。

予 備 調 査
5.30    バックホーによる表土・床土排除
6.2～ 6。 9  床土排除
6.10～ 8,30 遺構検出
7.1    園池写真測量 (ク レーン車 )
7.2～ 7.5  遣方実測 (園池以外 )
7.7～ 7.9  補足調査 土層図作成
7.18～ 7.15 埋め戻し (ブル ドーザー )

本 調 査
現場小屋建設
バ ン`クホ~に よる表土・床土排除
床上排除 (発掘区東半 )

床土排除 (発掘区西半 )

遺構検出

空中写真測量 (ヘ リコプター )

現地説明会

12.7～ 12,9 地上写真測量 (園池立面図 )
12,10～ 12.23 補助調査、土層図作成
12.24～ 12.28 埋め戻し、養生

10.8～ 10。 9

10.“～10.15

10.10～ 10.20

10.20～ 11.06

11.04～ 12.03

12.4

12.6

ngl.6AFI・ PQ地区発掘調査状況
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2調査の概要 平城京の発掘調査は従来ほとんど実施されたことがなく、碁盤目

状の条坊もわずかに残された水田畦畔などから推定されるにとどま

り、条坊内に首まれた住居や宅地割 りの実態もまったく不明であっ

たが、近年奈良の市街地の拡大に伴ない、開発の事前の調査として

行われる機会がお、えつつある。朱雀大路 (奈良市朱雀大路復原計画

。1973～ 1974年 )、 左京三条二坊十・十五坪 (奈良市新庁合建設予

定地 。1974)、 左京五条一坊四坪 (県警柏木基地建設予定地・1974)

左京八条三坊 (県営住宅姫寺団地建設予定地 。1975)な どはおもな

もので、その結果京内の大路、小路の位置・巾員、坪の区画、坪内

の宅地割などがかなり明確になってきた。

今回の調査地は、平城京条坊で左京三条二坊六坪に相当し、その

中心部で坪の約 7割にあたる面積を占めており、坪内の様子を知る

意味で重要な遺構である。発掘ではその内の約%を 全面的に調査し、

坪の%強の遺構の状況を知ることができた。この地は奈良盆地の北

辺に位置する沖積地であり、現在の標高は59,9m前後で、周辺に比

較し若千低 く、元来低湿地である。また敷地東に隣接して菰川が南

流し、東の二坊坊間路、南の条聞小路、西の坊間小路など、一部畦

畔に条坊地害]り の痕跡がたどれる。

調査の結果、京造営前に六坪内を北から南に流れていた旧河川が

数条あり、これらは条坊制の施行によって三坊坊間路に沿って堀河

として改修したこと、またその内、坪の中心部を南流していた旧河川

路を利用して園池が造成され、この園池を中ザいに塀、建物が計画的

に配置されていることが判明した。園池は、全体を石組で固め蛇行

した曲池のような形状をし、観賞と同時に、雅宴などの行事に供す

る庭の機能を持つものと思われる。園池への導水路堆積土中の木簡、

池埋土中の上師器、瓦などの遺物の出土状況から、奈良時代を通し

て存続したことが判明した。

また、園池 と併存する建物は、大きく2時期の改修がそ予われて

いる。この内、園池を取 り囲む形に、坪心より各70尺離れて四周に

ある塀や、彼方の東山を借景に園池を観賞する国池西方の南北棟な

どは、園池と一体の機能を持つものとして造成された。なお坪内の

井戸 。濤なども建物同様、坪心すなわち園池の中′と、から7尺 または

10尺の基準方眼により、計画的に配置されている。また、坪内だけ

でなく、六坪の東・北を限る坊間路、条間路の各中員も、坪内の省!

り付けから側濤心々で40尺 と推定できた。

遺物は、量的には少ないが発掘区全域から出土した。特に導水路

から出上した64点 もの多量の木簡と、他の京内遺跡と異なり、ぃず

れも平城宮使用のものと同型式に属する軒瓦が注目される。

酬
剛
酬
剛
朗
珊

□□
朱

雀

大

路

□
日
口
雨
日
扁

□
□
□□NEl剛
□□
口日口
fig2.平城京左京三条二坊六坪位置図

fig3.6AFI地区周辺地形

fig4.6AFI地区T,1図

-2-



3.写 真測量

遺構の実測は、主に写真測量によった。写真測量は、精度の均一

性、写真の忠実性、測量期間の短縮などの利点を持ち、最近大規模

発掘の遺構の測量に利用されている。特に今回のような石敷・石組

が多い遺構には有効である。

予備調査では園池の部分のみ、昭和50年 7月 1日 、クレーンでカ

メラを釣 りあげて撮影し、その他は遣方測量によった。

本調査では、昭和50年 12月 4日 に、ヘ リコプターにカメラを塔載

して撮影した。写真測量は、あらかじめ標定点を遺構面に設置して、

位置と標高を計測した後撮影し、この標定点にもとづき遺構図を作

成した。成果品として、%モザイク写真と、園池についてはZの遺

構図、その他については%の遺構図を得た。撮影の仕様は下記の通

りである。

なお、池の立面図作成のため、予備調査Wild C‐120,本調査 SMK

‐40(測 量用ステレオカメラ)で地上写真測量を行なった。

撮影仕様
カメラ  レンズ  フイルム  露出  絞り  高度        変位修正機

予備調 査 N A B150 163mmィ
芽子究琵装

1/250秒 11～ 1610～ 15m     ツアイスSEGV

本調査猛rF i53mm平と多ィプiチ】:I歌
8～ 16!チ

::目作険露:i毛 :常
ツアイスSEGV

fig5。 ヘリコプター空中写真撮影

fig6.ク レーン空中写真撮影

fig7.6AFI‐PQ地区標定点配置図

標定点No X H

B,M・ 2

6

10

12

13

21

25

28

31

38

42

47

50

52

53

62

65

67

70

76

-146318,980

-146348.840

-146376.266

-146318.980

-146318.980

-146340,254

-146332.907

-146332.907

-146332.907

-146348,860

-146355,722

-146363.142

-146363.142

-146370,142

-146376,663

-146舒 6.お6

-146376.266

-146376.266

-146380.1げ

-146294.∞5

17841,049

17841.l149

-17841,049

-17852.583

-17861.128

-17868,813

-17852.764

-17868,739

-17892,2M

-17892,755

-17868.915

-1路54.422

-1路77.588

-17893.4路

-178野 .087

-17826,729

-17854.698

-17870,9“

-17889,895

-17853.281

59。 320

59,492

59,483

59.832

59.677

59.816

59,690

59.896

59.492

59.492

59,851

59,264

59.501

59,487

60,193

59,364

59.399

59.834

59,433

59.580

Tab。 1 6AFI‐PQ区標定点一覧表
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1.遺 跡の概観

fig 8.6AFI‐PQ地区地山

1 耕±        2.床 ■(黄色含砂粘上)
3 暗褐色土(遺物包含層)4 責褐色粘土

5.暗 黄褐 色粘土 (S B15
10検出面 )
6.
7.

8.
9.
10.

11.

12.

13.

14_

今回の調査で、奈良以前に北から南に流れる旧河川敷を、発掘区

の西端に 1条、中央部で 2条 (S D 1526.S D 1560)検 出した。

六坪の東北から中央部を南流するS D 1560は 、S D 1526が廃絶した

後の河川であるが、平城京造営前に、 S D 1526同 様、自然堆積により

廃絶する。園池は、この旧河川路 (S D 1560)を 利用して造成され

たものと考えられる。なお西端の F日河川は、埋めたてた後、奈良時

代に 2回の整地がみられた。上層は灰褐色粘質土、下層は灰黒色粘

上である。

その他の地域は、ほとんど黄褐色粘土 (地山)の上に、暗褐色粘

上が堆積し、柱穴など大部分は、この層の上面から掘 り込む。暗褐

色粘上の上面の堆積は遺物を含む暗灰褐色粘質土、黄色粘質土 (床

土 )、 暗灰色粘質土 (表土)の順になる。なお、発掘区の中央部に、

西端の旧河川と中央部の旧河川の間に、巾10m位の黄褐色粘土の整

地層がある。この層は、一部池の整地層にもなり、また、この上層

からS B1510の 柱穴の掘 り込みがみられた。遺構面の上面を標高で

みると、59m40前後で、北から南にかけて緩い勾配となる。

左京三条二坊六坪内に形成されたおもな遺構は、奈良時代初頭か

ら末期におよぶ期間に属 し、整地層や遺構の重複・配置などから大

き‐く2期に区分できる。大規模な園池を坪の中′ふに配し、建物12棟、

塀 7条、井戸 2基、濤 8条、土墳などが坪心から一定の距離をもっ

て計画的に配置されていることが知られ、京内敷地利用の一基準を

示すこととなろう。特に、園池西方の建物は、南北棟が多く、近年

京内宅地の発掘で東西棟が大夕数を占める知見と反するが、園池後

方の東山を借景にとりこむ構想になっていることと関連しよう。ま

たA期では、園池を、坪lbよ り各70尺離れた四周の塀で取り囲み、

他の部分と区画した利用であるのに対し、B期では、塀が取 り外さ

れ、園池がより広い空間として利用されている。

なお、奈良以前の遺構として、前述の旧河川 3条、濤数条がある

が、以降の遺構については、遺構面が削平されたのか、園池廃絶後

この地の利用がなかったのか、顕著なものはみられなかった。

跡

茶 褐 色土 (砂分 含む )
責 色粘 土 ブ ロ ック混 り

灰褐 色粘土

灰 黒色粘土

茶 褐 色土 (*占上分 多い )

灰褐 色粘質 土 (整地 上 、
S B 1540検出面 )
黄 色粘土 ブ ロ ック入灰

黒 色粘 質土 (整地 上 )
灰 色粘 土

黒灰 色粘土

青灰 色粘土 ブ ロ ッ ク入

灰 色砂 質土

H:6000       _

ag 9.6AFI‐ P地区堆積土層図



2.遺 構

本発掘区において検出した主な遺構は、予備調査、本調査合わせ

て、園池 1、 建物12棟、塀 7条、井戸 2基、濤 8条、土墳などであ

る。以下、先ず坪の中心に位置する園池とその関連施設について述

べ、次いで、園池と併存する塀 。建物・濤・井戸 などの順に遺構の

説明を行なう。

S D 1560:平城京造営以前に、六坪の東北から坪の中心部を南に流

れていた河川である。旧河川 S D1526が廃絶した後、流れていた河

川で、北は導水路 S D 1525下層に、南は排水路 S D 1466下層に河川

の堆積層を確認した。京造首時には自然堆積により廃絶していたが、

園池 S G 1504は 恐らく、この河川路を利用して造成されたものと考

えられる。

S D 1525(PL.6):園 池に導水するための導水路である。園池同様

旧河川路 S D1560を 利用した巾4～ 7mの濤で、園池の手前で滞留

し、木樋 S X1523に より園池へ導水している。この導水路は、平城

京造営時に、左京三条二坊の坊間路の道路沿いに、堀河の役目を持

たせるべ く造成された菰川に通じるものと思われる。菰川と導水路

の接点には、水量調節の意味で堰のような施設が設けられたものと

思われるが、今回の発掘ではその地点におよばなかった。なお、こ

の導水路の堆積上下層より、造営時に廃棄されたと思われる多量の

加工木片と共に、「和銅」の年紀を持つものの他64点 もの多くの木

簡が出土した。

S X 1523(PL.8):導 水路S D1525よ り園池へ水を引く木樋暗渠であ

る。木樋は、長さ5mの一木 (中 12cm、 深さ10Cm)を 凹型にくり抜

き、上に木蓋をのせる。木樋の濤は先端 (北端)では木口まで達せ

ずに止まっており、 lmほ ど露出させて、導水は端近 くで蓋をくり

抜いた部分から上面で注ぎ入れる構造になっている。また取入口に

は、木樋の両脇に lmの間隔で、 2本の小角柱 (一辺 15 Cm面 取 り)

が検出された。導水のための関連施設であろうが、構造の詳細は知

り得ない。なお、この小角柱掘方内に導水路の堆積上が見られたこ

とや、木樋掘方が上面から見えないことから、
´
S X 1523は 導水路よ

り後の施工によるものと考えられる。

遺構には一連番号を付して、その前にSA:築
地・柵・土塁、SB:建 物、SC:廊 、SD:溝 、
SK:土墳、SX:そ の他、などの分類番号を標
記する。

遺構の実測は国上方限座標にしたがい、高さの

基準は標高である。

1.耕±         2.床 土(責色含砂粘土)
3.灰褐色砂質土(遺物包含層)4.茶 褐色粘土(遺物多い)
5.黒褐色粘土
S D 1525堆積層

6.暗灰色砂質土
8.灰黒色粘土
S D 1560堆積層

■.灰緑色砂質土

13.灰緑色砂質土

15.砂礫

17.縞状灰黒色粘土狭む砂
19.青灰色細砂
21.青灰糧砂
23.砂 と灰黒色粘土互層
24. 花ケ礫

25,縞状の灰黒色粘土を含

む暗責色粗砂

26.暗灰色程砂
27.暗灰緑色粘土

28.灰黒色粘土
S D 1526堆 積層

29.砂礫

30 灰色粗砂

7.灰色粘土ブロック入灰緑色砂質土
9,縞状砂含む灰黒色粘土(木片多し)

12 暗青灰色含砂粘土
14.暗灰緑色粘質土

16.砂礫
18.淡黄色狙砂
20.縞状砂含む灰緑色粘質土

22.縞状砂含む灰色粘質土

SD1560.1525.1526堆 積土層図



種   類 数量 習 性 万葉植物名

核

核

核

奎 〒

R摸

奎 子

商 采

奎子片

６‐

５

２

７

３

１

１

９

３

常 緑 針 葉 喬 木

落 葉 広 葉 喬 木

落嶋ぎ需科木

落 葉 喬 木

多年草 (水生植物 )

多年草 (水生瑞g物 )

落  薬  灌  木

一年生つる葺(求逝楢物)

松 、待 、麻都

桃

宇米、有米、梅

網布  阿布 知

安  不  知

多 波 美 豆 良

宇 能 波 奈

prJ.」ユ話e Setz
セングン

路誌ヒ鮮促th・・S
AM鎌縄他n
ウツギ

1)園池に使用された岩石 (庭石・玉石・礫 )

縞状片麻岩 (両雲母片麻岩 )、 花南岩類、塩基

性変成岩類 (変輝緑岩)、 三笠安山岩、ホルンフ

エルス、チャー ト、流紋岩質火砕石類 (石英斑岩 )

などで、基本的に奈良盆地東縁部地域で採取可能

なものばかりである。

S G 1504:同 池は、平均中15m、 延長55mあ り、池全体を石組で固

め、曲池のような形で蛇行 している。導水口、温水国の高さから推
※⑤⑦

定すると、水面は巾の広い所で 5～ 6m、 狭い所で 2m、 平均 3m

前後である。水深は、水面の広い所でもっとも深 く25Cm、 平均20Cm

位の浅
6も
のと考えられる。水際は、一部倒壊 している所もあるが、

全面玉石を一列に立てて据えつけている。水面は、この立石の中ほ

どを満たす。立石から陸に向って 5～ 6°のゆるい勾配で、巾20cm前

後の偏平な玉石を敷きつめている。玉石に続き、池の周辺には、こ

ぶし大の礫を並べ地表を保護している。玉石・礫とも、曲部あるい

は水面が狭 くなる部分で、中広 く敷きつめている。また、底石の欠

損している箇所でみると、池底は全面粘上で覆っているものと思わ

れる。庭石は、水蝕あるネ留曲を持つ石英質片麻岩を水辺に、花南岩、

一部安山岩などを陸に使用し、池汀の変化する突出部や湾曲の開始

される点などに集中して配置し、自然順応の趣きをみせている。特
⑦

に西岸の最初の突き出し部で、突き出した石組をうける形で岩島を

池中に配した点́や、岩島と池中央部東岸の石組がともに、池に向っ

て気勢を示す
ヵ
斜めに据えられている′

氏乳虚升
味深い。なお池

中の堆積土は、底石の上に20～30cmの厚さで種子・核を含む灰褐色

粘土がある。この層は、導水施設から流入したものでなく、池を使

用した時期に自然堆積したものと思われる。また、この灰黒色粘土

の上層には、厚さ30～40cmの黄褐色斑入り灰褐色粘上が、池の埋土

としてある。この層に含まれる、土師器、冗などの編年から、園池

の廃絶は、奈良末期に比定できる。(PL.lo,11.12.13)

次に池の中の細部意匠をみてみると、

S X 1524(PL.11):池 の北端にある東西 6m、 南北 lmで、50～ 60

Cmの立石で囲んだ石組遺構。立石は、西側では抜 き取 られている

が、木樋暗渠により流入した水を、いったん滞水浄化させた後、上

水を池へ導水するための施設と考えられる。

S X 1468(PL。 11):池縁から直角に陸に向って、両佃1に玉石を中

1.2m、 長さ4mで並べる。 これは S B 1470に も近接 していること

から、後世の舟入りの施設を思わせる。しかし、池全体の水深や、

この吉Ь分の水深が10Cmに 満たないことから、実用には供し得ないも

のと考えられる。

Tab 2.園 池出土の植物遺体

2)園池堆積土の花粉分析

園池最下層の堆積層、灰黒色粘土に花粉胞子化

石がきわめて多く含まれていた。特にPinus(マ ツ

属)CryptOmeria(ス ギ属 )が 多く、 また水生
のPersicaria(タ ブ風 )Gramineae(イ ネ科)や、
Picea(ト ゥヒ属)TSuga(ノ ガ属)Quercus← ナ
ラ亜属)Fagus¢ナ属 )な ど約40種類におよぶ。
なお、池の埋上の灰褐色粘土層では、マメ科のア

バキ、ゴマ科のゴマ、タデ科のソバ、アブラナ科

の一種など、当時の栽培植物の花粉化石が認めら

れた。

※ この番号は 7頁下段の関連文献番号を示す。
以下同じ。

1.黄色バンド
2.暗禍色砂質土
3.暗褐色粘質土
4 黄褐色斑入り灰褐
色粘土

5 灰黒色粘土 (種子
・核含む。)

fig ll.
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S X 1503(PL。 9):池庭に木組で仕切 りを袴えたもので、底板を4

枚敷き、その上に側板 (長辺80cm、 短辺30Cm)を 納で直に組み合わ

せたものである。側板の上面に納穴があり、もう一枚上に組み会わ

せたものと考えられる。側板は 2枚つなぐと、高さは30Cmと なり、

底石より10Cm高 いが、木組自体は水面下になる。この施設は、水際

に位置することや、花粉分析の結果を考えると、木組の中に上を入

れ、水生植物の栽培に使用されたものであろう。

S X 1463(PL。 9):S X 1503と 同様の施設で、底板 3枚の上に側板

を2段組み合わせている。S X 1503と 異なり側板は直交せず、斜め

に据えている。また側板の損耗がひどく、側板上面の柄穴は確認で

きなかつた。

次に池の排水をみると、園池南辺で壁状に、岸に沿って一例に並

ぶ立石の間から、温流する濤 (S D 1465)と 、池底から木樋暗渠

(S X 1464)に よって排水される溝と2種類ある。

S D 1465:池の南端西よりに階段状に石を塁んだ濤で、池から温流

する水を、排水濤 S D1466に 導 く浴水滞である。

S X 1464(PL.8):浴水部の下に貫通する、外法寸法20cm× 20Cm、 長

さ2.5mの木樋で、排水濤 S D 1466に 開口する。構造は取入部の木

樋と同様、蓋先端部に径12Cmの九い穴を穿っている。なお取入部木

樋蓋と、 S X1464の 蓋の高低差は約30cmで ぁる。

S D 1466:池の浴流水と、木樋 (S X 1464)か ら流れ込む水を受け

て南へ流す排水濤である。巾 7尺 (2.lm)で、両側に径 20～ 30Cm

の玉石で一段護岸している。

以上、園池は、その形状、水深および関連施設などから判断する

と、観賞と同時に曲水宴などの行事雅宴に利用できる実用面が両立

したものと思われる。因みに、池底の勾配は、取入口と浴流口で%0

取水口と排水口で拒評こなる。また、池の堆積層が薄いことや、土器

の出土量が少なく、小片がほとんどであることから池は常に清掃さ
◎

れていたか、池に水をはって使用された期間が行事 。雅宴に限定さ

れたものかも知れない。

fig 12.SX1503平面・断面図

1

fig 13.SX1463平面・断面図

今回検出の園池の技法など関連記事を奈良時代の文献資料より、

また平安時代の作庭の基本的な理念と技法を記した作庭指導書「作

庭言己」にみると、下言己のようなものがある。

§露課篭鰯 買畑桑整落姫1亀亀忌鶴蘇含繁隅 宴蜘
④「天平二年二月丁亥。天皇御松林宮α宴五位以下。引文章生等令賦山水生…」(続 日本紀巻10)

思響議戦iど酵霧ぞ鯰 瀧目指融蒼竪酢霰T聰罐7尾繋愚房認綴聰伊
朝臣麻呂 五言。暮春於第園流置酒。 )
⑦「大河のようは、そのすかた専好ぞセ吃砲そそそ毛亀tなるへし。先石をたつることはまつ水のほかれるところをはしめと

とて、おも石のかとあるをたてて、その石のこはんをかきりとすへし」(作庭記)
◎「迪はあさかるへし。………池をは常さらさらお、へき也。J(作庭記 )



次に、坪心より各70尺に位置し、園池を画する四周の塀と園池西

方の建物について説明する。

S A 1500(PL.5):東 西方向の塀で、園池耳陪卜の石組遺構 S X 1524を

はさんで15間分検出。柱痕跡をよくとどめ、南北方向を長辺に lm

のほぼそろった方形の掘方を持っている。柱間は 7尺 を基本とす

るが、西端から2間 目は10尺 を超え、ここに門を開いていた可能性

がある。園池西方部分、東端の柱掘方は、園池周辺のバラス敷きを

取り除いて造られており、園池と一体となった造営計画がうかがわれる。

S A 1538:S A 1500の 延長と考えられる塀であって、 S B 1540の 北

側柱列に重なって、その下層から検出した。 S A 1500の 西端まで、

6間分であるが、柱間は10尺で多少の出入りがある。

S A 1586:北端は S A 1500に とりつき、南端は南北棟 S B 1510の 東

側柱列につながる南北方向の塀である。 S B 1510ま で 7間。北から

4間分の柱間は 8尺等間であるが、次の 2間は 9尺、 S B1510と の

間は13尺 ある。柱掘方は長辺 lmほ どの矩形を呈する。

S A 1473(PL.5):発 掘区の南端を東西に伸びる塀である。 S B15

10の東側柱列の取 り付きから東へ 4間で、園池排水濤 S D 1466に 達

し、 S B 1470の 東側柱列の延長 と端をそろえて終わる。排水濤の対

岸は、 2条の素掘 りの東西濤、 S D 1451、 1453に狭まれた道路 SX

1559に 比定される部分にあたり、柱穴の検出を見ず、この塀は排水

濤をこえて、東へ延長することはない。柱掘方は、おおむね南北方

向にやや長い一辺70～80cmの方形で、中に軒平瓦 (6667)を 含む もの

があった。

S A 1483:南北方向の塀で、掘方の状況などはS A 1500に 類似して

いる。 S D 1453の 南まで、18間分 とすれば柱間はほぼ 7尺等間にな

る。柱痕跡をとどめる4間分の小穴 S A 1455が、やはり7尺等間で

重復している。この塀と園池の間の中 7～15mの 区域には、遺構の

検出はなかった。

S B 1510:桁行 6間・梁行 2間、柱間10尺等間の掘立柱建物である。

掘方は一辺 lmの正方形であり、南から2問 目の中央柱筋に、やや

小さい掘方の柱穴があって、仕切 りとみられる。東側柱列には、一

様に径30～40cmの 柱痕跡があり、これに対し西側柱列は建物の外側

へ向けての、掘方から西に張 りだした柱抜き取 り穴が明瞭である。

S B 1505(PL.5):園 池の北西に、きわめて近 く接して建てられた、

染行 2間 (8尺等間)・ 桁行3聞 (7尺等間)の南北棟建物である。東南隅

の柱穴は S A1500の 場合と同じく、園池周辺のバラスを取 り除いて

掘方をつ くっている。遺構の中央及び西側柱列近辺には多数の上墳

があるが、いずれも柱穴より新しい。

推定

建 物 棟方向翔肇庇辟Fm(尺) 斯 m(尺 商m(尺 |

SB 1470

1471

1472

1476

1505

1510

1540

1542

1550

N― S

N― S

N― S

E―W

N― S

N― S

N― S

E―W

E―W

5X2

3X2

3X2

3X2.南

3X2

6X2

6× 2
四 面 ?

4ユ X2

3X2.南

11.8140

4,7 t51

6.さ  120

7.2 941

6391)

17,7 1601

17.8 1601

10.5  110

6.3 120

4,810

3.5 121

4.2 141

4.8 110

4,8 110

6.0 90

6.0 00

5,4 10

4.8 1161

2,7(9)

3.0 40

2,7(9)

Tab.3 6AFI‐PQ地区主要建物一覧表

● 柱根 ◎ 柱痕跡   ⑤ 柱抜取痕跡 O柱 穴のみ



S B 1470:園 池の南西に位置する、桁行 5間・梁行 2間 、柱間 8尺

等間の南北棟建物である。東側柱列の北から2番 目の柱穴は、後の

深い土
'賣

のために破壊されている。この東側柱の中央問へは、園池

周辺のバラス敷き・力耳申びてきており、また建物前方は、園池につき

出した半島のようになっていることから、園池との密接な関連性が

しのばれる。

S B 1471:桁行 3間 5尺等間、梁行は 2間 (6尺等間)の南北棟建

物。堀方も小さく、東側柱列が、 S B 1470の 西側柱列と重復するが、

この遺構の方が新 しい。

S B 1472:S B1471の 南にある、桁行 3間 、梁行 2間、7尺等間の南北

棟である。北側妻柱は検出しない。 S B1471と 西側柱列の柱筋をそ

ろえ、同時期とみられる。 S A 1473と は近接しすぎているため同時

存在はないものと思われる。

S B 1540(PL.5):桁 行 8間、梁行 4間、柱 FH110尺等間の礎石建物

と推定される建物である。建物北辺に、近世の磁器 を含む土墳や

野つばなどがあり、後世の攪乱が甚 しく、根石 または根石抜 き取

り穴が一部確認されたにすぎず、礎石は皆無で、基垣痕跡も確認で

きなかった。また、この地が軟弱な整地層のため、石群下には必ず、

幅10～ 20cmの板が一枚あるいは数枚入れられていた。なおこの整

地土中に奈良時代後葉の上器が分く含まれていた。

S B 1542(PL.7):S B 1540の下層から検出した梁行 2間、桁行 5

間以上の掘立柱東西棟建物で、柱間は 9尺等間である。柱痕跡に炭

化物を多く含んでいた。北および南の側柱列が S B 1540の 北から 2

列日、 4列 目の柱筋で、柱穴の重複がみられ、 S B1540よ り古いこ

とが確認できた。

S B 1519:発掘区の西端で柱穴を4個検出した。柱間は7尺で、西側に

柱穴の断面があらわれており、いずれも耕土、床土、遺物包含層の

さらに下層から掘 り込まれている。 S B 1510と 同じ層位である。

S B 1517:S A1473の 西端に、10問 目西でとりつくと思われる建物

で、柱掘方は S A 1473よ りやや小さい。発掘区の東西隅に、柱掘方

を南北に 2個 (柱間10尺 )検出、西壁面に 1個 (柱間10尺 )確認し

たに過ぎない。

この東に接して、径1.5m深 さ80Cmほ どの上墳 S K1516を 検出した。

瓦片が相当数出土している。

S E 1511(PL.6 ag14):発掘区の中央南端、S A 1473の 聞こ検出した

素掘 りの井戸である。平面は径 2mの円形で、遺構面より深さ1.7m

を測る。埋土は暗灰色粘土で、面戸瓦や土器片を多少含んでいる。

①茶褐色粘質土  ④暗黒色粘土
②灰褐色粘質土  ⑥青灰粘土混灰黒色粘土
⑥灰黒色粘質土  ⑥灰色砂土

用
園

国
因

fig 14.SE‐ 1511断 面図
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1 茶褐色ブロック混り
灰黄色枯土

3 淡灰黒t粘土
5,礫含む青灰色砂
7.淡灰黒也粘土混り砂
質土

9 暗灰黒色粘土

ll.淡灰黒色粘土混り砂

質土

13.黒褐色粘土

15.青灰色粘土ブロック

入暗灰色含砂粘上

2.黒褐色粘土

4.青炭色粘土
6.砂混り灰黒色粘質土
8.砂礫混り暗灰黒色粘
土

10.灰緑色粘土ブロック

含む灰黒色粘土

12.灰黒色粘土

14 青灰色砂混り灰黒色
粘土

次に園池北方および東方の遺構について説明する。

S B 1552A,B:二 つの東西棟が、ちようど東西に 1間分重なり合

つていると考えられる。 2棟 とも梁行は 2間、柱間は10尺 であり、

東西は発掘区の外にある。西側のA建物は、東西に長い 1辺 lmほ

どの柱掘方を持っている。東側の B建物は、柱穴の切 り合いからA

より新しい。柱掘方はAよ り小さく、かつ南北に長 く1辺 70Cmほ ど

である。

S B 1550:S B 1552の 南吉削こ重復する東西棟である。 身合桁行 3間

(7尺等間)・ 梁行 2間 (8尺等間)で 、 9尺 の庇を持つ。身合の

西北隅、西南隅の柱穴には柱根が残存していた。西南隅の柱根の径

は30cm余 を測 り40Cm以上の長さをとどめる。

S B 1476:S A 1455の 東に位置する東西棟である。身合桁行 3間・

梁行 2間 、南面に庇を持つ。 柱間は身合が 8尺等間、 庇は 9尺 と

やや広い。

S A 1557:S D 1545の 南に位置する東西塀で、柱間は 4～ 5尺 と小

さく、柱穴も方20cm程度の小穴である。柱穴は 1つ を欠いて 4間分

検出した。柱通 りはそろわないが S B 1550の 北側柱から10尺北に位

置し、この建物と関連するものと考えられる。

S A 1554:上記の塀の南に位置する東西塀で、柱間は 5尺、柱穴は

浅く、長径40cm程のだ円形を呈している。 4間分を検出したにとど

まる。

S D1545:幅 70～80cmの素掘 りの東西濤である。濤底は西の方が高

く、菰川流路の方向へ東流していたものと思われる。後述するよう

に、六坪内で占める位置から見て、これを三条条間路に面する築地

内側の濤に比定できる。また濤埋土は暗灰色砂質上で、この中に数

点の軒丸瓦片が出上しているが、形式は判明しない。

S E 1547(PL.6):導 水路 S D 1525の 西方に位置する素掘 りの井戸

で径は2m深さは遺構面から3m弱である。底は灰青色の砂で、軒平

瓦 (6721-C)ゃ 土器片が堆積した状態で出土した。また上層の暗

灰色粘上の埋土中には、奈良末から平安初頭の上師器杯や、軒平瓦

(6663)、 蜂などが出上した。この井戸の南に、井戸を囲むようにバ

ラスの堆積があり、やはり同様の導が含まれていた。またこの井戸

の東に、井戸の排水路と考えられる東西濤 S D1546がある。

この他の遺構として、併行する2本の東西濤 S D1453、 1451よ り

古い時期の斜行する濤 S D1456、 S A 1500と 重復して走 りS A1500

より古い時期の東西濤 S D1527、 斜行濤 S D 1532な どがある。fig 15.SE1547断 面図
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3.占 地 と時期区分

a. 占地 (fig 16)

調査で検出した奈良時代の遺構が、平城京の条坊のなかでどのよ

うに位置づけられるか、また坪内の割付けはどのようになっている

かをみてみる。

先ず、六坪の東を限る二坊坊間路の心は、左京三条二坊十五坪で

確認した坊間小路心から条坊計画によると450尺 ×0。 295m=132.75

mと なる。 (基準尺0.295mは、平城宮39次調査の東一坊大路心の

実測値と、86次調査の二坊坊問小路心の実測値の差400.239mを 、

朱雀大路の国上方眼方位に対する振れ N15'41″ Wの修正を加えた値、

398.249mを 条坊計画寸法1350尺 で除した値。以下の数値は全て、

振れを考慮している。)二坊坊間路心と、 6坪検出の東塀 S A 1455

間の距離を計測すると47.224m(■ o.295=160.08尺 )の値を得る。

また六坪の北を画する三条条間路心は、39次調査確認の二条条間大

路心から、条坊計画によると1800尺 ×0.295m=531mと なる。三条

条間路心と六坪検出の北塀 S A 1500間 の距離を計測すると47.920m

(■ 0.295=160.305尺 )の値を得る。

条間路、坊間路心から六坪内の北塀・東塀まで、それぞれ160尺

の等距離にあること、また東西塀間 (S A 1455～ S A 1536)、 南北

塀間 (S A 1473～ S A 1500)が ともに140尺 であることから、条間

路、坊間路の中員 (濤心々)を 40尺 と推定すると、坪の計画中 (45

0尺 )一小路 %巾 (10尺 、86次、西隆寺調査で確認)一条問路また

は、 坊間路%巾 (20尺 )ヨQO尺 となる。

坪の地害」りを方420尺 とすると、 6坪内の東・西・南・北の塀が

坪を、東西、南北にそれぞれ 3等分することになる。また坪のセン

ターが、ほぼ園池の中心に位置することや、建物が坪の中軸線に、

各塀に柱通 りを合わせて計画的に配置されていることが判明した。

b.6坪 の時期区分

調査によつて検出した六坪中心部の遺構は、他の調査済の京内遺

跡に比べ、大規模な園池を坪の中心に位置するため量的に少なく、

重複関係 も少ないことが明らかとなった。このような遺構を時期的

に分類すると、遺構の大部分は暗褐色粘質土面で検出し、整期冒の違

いなど層位による時期区分は多くみられないこと、また建物の重複

関係 も少ないことから、園池を中心にした、建物の規則的な配置関

係、建物間隔を中心に時期区分を行なった。

その結果、大きくA.B2時 期に区分することが出来る。(fig 17)

fig 16.六坪の占地

地 点 名

東一坊大路心

二条条間大路|

二坊坊問小路心

朱 雀 門 心

X

-145757.263

-145751,977

-146192.580

-145994.500

Y

-18054.064

-18027.326

-17653.825

-18586.320

39次調査
実 測値

86次調査
実 測値

16次調査
実 測値

考備

Tab4.計測送標表



A期 :建物 7棟、塀 6条、井戸 2基、濤 2条、園池がこの期に属す

る。園池がまず坪の中心部に造成され、これを囲む形に70尺 (7尺

X10間 )の等距離に、東、西、北、南の 4塀が設けられる。 S B15

10、 1519は ともに北側柱を坪の東西中軸線にそろえ、南北中軸線よ

り、それぞれ70尺 (7尺 ×10間 )、 140尺 (7尺 ×20間 )西に位置

する。 S B 1542は 西側柱が発掘区域外となり確認できなかったが、

東西 5間 と推定すると、南北中軸線より140尺に位置する。 またSB

1550の東側柱は南北中軸線にのり、南側柱は東西中軸線より84尺

(7尺 ×16)西 に位置する。南塀 S A1473は 南北中軸線より西30尺

で始まり、この位置で S B1470の 東側柱、 S B 1505の 西側柱に柱通

りをそろえる。また南塀は10間 目(10尺 ×10間 )で S B 1517に とりつ く。

A期のうち、北塀 S A 1500は 7尺等間で方眼北に対しNO° 11′ 27″

W振れるのに対し、南塀 S A 1473は 10尺等間でNO° 34′ 22″ Eと 逆

方向に振れることから、A期内でも2期の増改築が考えられる。因

みに、南塀と方位をそろえて、10尺方限で計画されているものをみ

ると、 (A-1期 )、 S B 1517(130尺 )、 S B 1519(140尺 )、 SB

1510(70尺 )、 S B 1542(60尺 )、 S A 1554(180尺 )、 S D 1545

(200尺 )である。それ以外のものは全て北塀 と方位をそろえ、7尺方

眼の計画にのる。 (A-2期 )、特に 7尺の計画は、建物、塀に限らず、

濤 (S D 1451、 1453、 1466)、 井戸(S E 1511、 1547)に も適用される。

この時期では、西塀 S A1536の 内恨Jに南北棟 S B 1505、 1470、 1510

の 3棟が、園池を観賞または使用する建物と考えられる。特にSB

1505は 池岸の石敷部に東南隅柱を立て、池台、池亭のような性格を
(P7③⑤)

持つものかも知れない。また S D 1545は 坪心より200尺 に位置 し、

210尺 の坪計画中から考慮すると、坪を画する築地または塀の内側

の雨落濤に相当する。

B期 :こ の時期も前期の計画的な配置を踏襲し、北塀 S A 1500の 後

に、北側柱を合わせて、 S B1540を 中軸線から西84尺 (7尺 ×12)

の位置に造成している。また中軸線から西56尺 (7尺 ×8)の位置

に S B 1471、 1472の西側柱をそろえ、東91尺 (7尺 ×13)の位置に

S B 1476の 西側柱をそろえて、それぞれ計画されている。なおこの

時期にはS A 1455が取 り外され、 S B 1476の 目隠しにS A 1483が造

成されたものと考えられる。

この期の主屋は、今回検出建物の内、最大規模を持つ S B 1540で 、

主屋から園池が広 く見渡せるよう、 S A 1536、 S B1505は 廃絶して

いる。園池を含んでより広い空間として利用されている。

なお建物の柱穴の重複関係から、S B1542よ りS B 1540が、SB

1470よ りS B 1471の 方が、それぞれ新しいことが判明した。fig 17六坪変遷図
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H遺物

1.瓦嫌類

瓦類は発掘区全体から出上しているが、量的には少ない。軒瓦・丸平瓦のほ

か面戸瓦・埠などが出上した。軒瓦は軒九瓦 9型式43個体、軒平瓦 5型式56点

である。なお、記述にあたっては、奈良国立文化財研究所で設定した型式番号

を使用する。

軒丸瓦 (ag 18,PL。 14)

6133B 内区に単弁13弁蓮華文を配し、外区内縁に珠文をめ ぐらす。外縁は

素文で九味をもつ。中房には 1+6の 蓮子を配する。

6134B 内区に単弁 9弁蓮華文を配し、外区内縁に珠文をめ ぐらす。外縁は

素文で低い斜縁である。中房には 1+6の 蓮子を配する。

6225 内区に複弁 8弁蓮華文を配し、外区外縁に凸鋸歯文をめ ぐらす。内外

区を画する界線は二重圏線である。中房は大きく1+6の 蓮子を配する。

6227 同じく二重圏線の複弁 8弁蓮華文である。中房は凹状となり、瓦当面

全体が平坦である。

6282B 内区に界線で囲んだ複弁 8弁蓮華文を酉己し、外区内縁に珠文、外縁

に線鋸歯文をめ ぐらす。裏面の接合部には内外面ともに粘上を厚 くあてる。

6285 内区に界線で囲んだ複弁 8弁蓮華文を配し、外区内縁に珠文、外縁に

線鋸歯文をめ ぐらす。中房はやや凸面状となり、 1+6の 蓮子を配する。破片

の観察から、絶型に粘土をつめる順序や丸瓦部の接合方法が判る。粘土は外区

→内区の順でつけ、全体に円盤状の粘土をあて裏面を成形する。つぎに、裏面

の接合部にえぐりを入れ、九瓦には凸面先端にキザ ミを入れ取 り付ける。

6316Db内区に間弁のない複弁 8弁蓮華文を配し、外区内縁に珠文をめ ぐら

す。外縁は素文で低い直立縁である。中房には 1+8の 蓮子を配するが、元来、

1+4の 蓮子 (6316Da)に 彫 り加えたものである。裏面の接合部には粘上を

厚 くあてるため、浅い弧状となる。

この他、再使用されたとみられる7世紀末の軒丸瓦が出土している。藤原宮

式とよばれる6274、 6279Aと 面違鋸歯文珠文縁複弁蓮華文をもつ 3型式である。

軒平瓦 (ag 19.PL.14)

666aF 花頭形の中心飾 りの左右に 3回反転の均整唐草文を配する。外区と

内区の界線は二重圏線である。各単位の唐草文は上下の界線か ら発し、第 3

単位の主葉は脇区界線にとりつかない。曲線顎である。平瓦部瓦当近くを凹面

は横方向に、凸面は縦方向にナデる。

6664F 花頭形の中心飾 りの左右に 3回反転の均整唐草文を内区に配し、外

区に珠文をめ ぐらす。段顎である。平瓦部凹凸面ともに横ナデする。

6667A 三葉形の中心飾りの左右に 4回反転の均整唐草文を配し、外区に珠

文をめ ぐらす。段数である。平瓦部凹面は縦方向にナデ、全面に布目を消す。

凸面は縦方向に組タタキし、顎は横ナデする。

6721C'小宇型の中′b飾 りの左右に 5回反転の均整唐草文を配し、外区上下

に密に珠文をめ ぐらす。曲線顎である。平瓦部凹面には布痕が残るが、瓦当近

くを横ナデする。凸面は斜方向の縄タタキの後、維にヘラケズリする。

攀
6227

緯
6225

6285

6232
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fig 18.6AFI・ PQ地区出土軒丸瓦



!の時期については、平城宮出土軒瓦編年によるH期 (養老
註 2

:平 17年 )軒丸瓦6225。 6285,軒平瓦6663F。 6664F・ 6667A,

i平 17年～天平勝宝年間)軒九瓦6133B・ 6282B・ 6316 Db,

6732A 対葉花文の中心飾 りの左右に 3回反転の均整唐草文を配

し、外区に珠文をめ ぐらす。各単位の主葉の巻きが大きく、多くの

支葉をもつ。曲線顎である。平瓦部凹面凸面ともに瓦当近 くを横ナ

デする。凸面の縄タタキは縦方向である。

小結

以上、各軒瓦について記述してきたが、総点数99点 と量的に少な

く、 laあ たり2個の出土率 となる。最近の京内調査の出土率をみ

ると、左京三条一坊十四坪la-4個 ,左京一条三坊十五・十六坪la

-3個 ,左京三条二坊十・十五坪la-1ィ固となり、laぁ たり5個以

下という数値が、京内における平均的な出土率 とみることができる。

それに較べて平城宮内では、第 2次内裏北外郭la-18イ固、第2次内裏地

域la-15個 、朝堂院地域la-24個 とはるかに高い出土率を示している。

宮内と京内のこうした出土率の差には、当然のことながら瓦の使用

量および遺構の密度が反映していると考えてよいであろう。

今回の出上の軒瓦は、6134B・ 6227と 7世紀末の軒丸瓦の 3型式

をのぞいて、すべて平城宮と同花のものである。また、出土型式も

一定しており、組み合せをもって出土する傾向にある。出土率や平

城宮の例から、6285-6667,6225ヽ663,6282-6721,6133ヽ 732,の

6721C 4つの組み合せが考えられる。とくに出土量の多い62856667は 、

ゞ∴
警帝 胎
土や製作技術からyt女臣醒ヨ

:騒争
ミでつ くら/Lた可台ヒ

′性があり、「キ」の

を上趣
=ヘ
ラ書きのある平瓦や面戸瓦にも同瓦窯のものと類似性が認められ

fig 19。 6AFI‐PQ地区出土軒平冗    軒平瓦6721C。 6732Aが多い。また、いわゆる藤原宮式などの 7世

紀末の軒瓦は、 I期 (和銅年間～養老 5年)すなわち、平城宮造営当初に再使用される傾向にあり、園池を伴う

建物群が京造営とともにつくられた可能性も考えられる。このことは S D 1525か ら出土した和銅五年の紀年木簡

からも裏Thjけ ら/Lよ う。

この地域の瓦の特色は、平城宮内と同施のものが多いこと、平城京内で使用される独自の瓦当文様をもつ軒瓦

が認められない点である。こうした特色は、最近の京内調査の実体とは異なる傾向を示している。朱雀大路・羅
註 3

城門地
攀?軒
九瓦6316-軒平瓦6710C・ 軒平瓦67H、 左京三条一坊十四坪の軒丸瓦6091-軒平瓦6691B、 左京三条

註 5

二坊十・十五坪の軒丸瓦6316G一 軒平瓦6710C・ 6723、 など京内特有の瓦が認められ、京の造営に関しては宮所
註 6

用瓦とは別個に生産された可能性が示唆されてきたのである。仮に、こうした傾向が京内の普遍的な様相とする

ならば、今回の発掘区の瓦の存 り方は、京内的というより、むしろ平城宮内的な様をもっているといえよう。事

実、先にも述べたように6285-6667Aの 組み合せは、平城宮所用と考えられる歌姫西瓦窯所産の可能性が強い。

また、 I期から瓦葺きが行なわれたとするなら、邸宅への瓦葺き奨励がなされた神亀元年 (724)以 前か ら使用

されたことになり、貴族の私邸と考えるよりも、平城宮に関連した公的施設の要素が窺えよう。

註 1.奈 良 県教 育委 員 会『奈良山』(1973) 註 4.大和那山市教育委員会F平 城京羅城門跡発掘調査報告』(1972)

註 2.奈良国立文化財研究所昧良目立文十LHI研究所基準資料I瓦編2解説J1970 註 5.奈良国立文化財研究所『奈良国立文化財研究所年報』(1968)

註 3 奈   良   市『平城京朱雀大路発掘調査報告』(1974)註 6. 〃    『平城京左京三条二坊』(1975)



2.土 器

池 S G 1504、 導水路 S D1525か ら土師器、須恵器、施釉陶器が出上した。時期的

には奈良時代初頭から平安時代前期に属している。

施釉陶器 二彩釉・緑釉・灰釉陶器が出土した。二彩釉には鉢・花瓶、緑釉には椀・耳皿、

灰釉には三・薬壷の蓋、甕があるが、いずれも小片である。

土師器、須恵器は遺構にともなったものを図示した(fig 21.)

導水路 S D 1525出 上の土器 (15～ 33)土師器には供膳用の杯、杯蓋、椀、鉢、高

杯、煮沸用の甕、長甕があり、須恵器には杯、杯蓋、皿、鉢、四耳壺、甕がある。

時期的には26、 31の ように 8世紀初頭のものから、30の ように 9世紀中頃の上器が

含まれている。須恵器 18、 19の外面は横方向に箆磨きされている。

池 S G1504出 上の上器 (2～ 9)池の排水濤 S D 1466出 上の上器も含めた。池は

常に清掃されたらしく、土器の出土量は少ない。土師器には杯、皿、椀、甕、があ
P7③

り、須恵器には高台をもつ杯、蓋、三、甕がある。 土師器の皿 (0、 椀修)の ように

奈良時代末のものがほぼ完形に近いかたちで出土する傾向にあり、池の廃絶期をし

めすものと思われる。

井戸 S E 1547出 土の上器 (10～ 14)土師器には杯 (10。 11・ 14)皿 (12・ 13)がある。

うち11、 12は 8世紀中頃のもので、13、 14は 9世紀中頃のものである。

その他の遺構出上の上器  1は S B 1510の 柱抜取 り穴から出土した土師器の杯で、

内面には螺旋暗文・放射暗文 。連弧暗文が施されており、奈良時代前半に属する。

35は 土墳 S K 1516出 上の須恵器の盤で奈良時代後半のものである。

墨書土器 墨書土器 (fig20。 )が 4点出土した。うち、 1点は土師器、 3点は須恵器で、いずれ

も底部外面に墨書がある。2は土師器の椀で「佐」と読める。須恵器 3点は高台をも

つ杯で、3は「宮」と読める。このほかに、 1の ように判読不可能なものと僅かに

墨痕をとどめるものがある。 S D 1525出土

上 製 品 土器以外の上製品には円面硯、土馬、小型竃がある。

円面硯 (fig21-34)は 下半部を欠くが、陸部と裾ひろがりの圏台を一体に作 り、外

堤径17.2cmを 測る。圏台には箆であけた十字形の透孔をめ ぐらす。陸部の磨減は著

しく、墨痕を残す。なお、須恵器の杯、蓋を硯に転用したもの数点がある。

土馬、小型電は各々数点あるが、いずれも小片である。

匙===喜=‐圭〓=====」とm

fig20 6AFI‐PQ地区出土墨書土器
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3.木 製品 (ag 22.PL。 15)

今回の調査で出土した木製品は、総数1,000点 におよおゞ。それらの多くは、SD

1525か ら和銅年紀の木簡を伴つて出土した。ここでは、 S D 1525出 上の代表的な木

製品約20点 を中′ふとして簡単な説明を加えることにする。

削り掛け  削り強卜け (5・ 6)細長い薄板の一端を圭頭状に削り、他端を剣先状に削って両

側辺に切込みをいれたもの。切込みは、 5では各 2ヶ 所 1回ずつ。 6も 同様であろ

う。ともに柾目材。 5は S D 1466出土。

人  形  人形 (7・ 8・ 13)7は割材を加工した木偶で、右肩から左脇腹にかけて平行す

る2本の亥1線 と、左肩から左脇腹にかけて 5～ 7本の刻線がある。衣服を表現する

ようである。顔の表現は腐蝕のため不明。全長15.7Cm、 胴部幅1.9Cm、 胴部厚 1.4cm。

8は薄板の側辺に切込みなどを加えて人形とし、顔を墨で描 く。現在両 H民 と口の墨

痕がかすかに残る。板目材。13は人の股から爪先までを現わした組合せ人形の脚部

のようだが、組合せのための穿孔はない。板目材。

横  櫛  横櫛 (14)端に近い部分の破片。背は中央で稜をなす。歯は両面から交互に鋸で

ひきだし、歯端を両面から削って尖らす。 3 cmあ たり歯は20本。高さ 4.8 cm。

糸巻 (1)糸巻の部材である横木。枠木に差込むために板材の両端を両側から削

り細め、中央部に相欠きの仕口をつ くって軸棒を通す円孔を穿つ。柾目材。

匙形木製品 (2・ 3)板材の一方を両側から削り細めて柄とし、他方を幅広の身

とする。両例 とも身は中高で匙面をなさない。ともに板目材。

箆状木製品 (4・ 9)板材の一端を両面から削り薄めて箆状につ くる。他はほと

んど加工せず割面を残す。ともに板目材。 9は S X 1466出 土。

木針 (11)板材の一端を圭頭状に削り、それから約 3 Cm以下を断面凸レンズ状に

削り細めて端を尖らす。圭頭部近 くに円孔を刀子で穿つ。柾目材。

釣形木製品 (12)二又になった小枝の一方を短 く切断し、端を尖らせて釣形につ

くる。他は樹皮を取り除く程度に削る。釣部の上面は磨減。自在釣かもしれない。

槌の子 (15)短い棒材を断面多角形に削り、中央に四方から切込みをいれたもの。

帝などを編むときのθ垂である。

把手 (16)厚味のある板材の上部中央を半円形に狭り、下部を凸状につ くって方

孔を撃で穿つ。孔に栓をして鋤の柄につないだ把手であろう。板目材。

漆 器 董  漆器蓋 (17)木地は朽ちていたが、漆1莫の痕跡から板目の板材を用いた挽物であ

ることがしれる。全体に厚手のつ くりで、口縁部内面にかえりをつけ、頂部に宝珠

形のつまみをつくる。内外とも黒漆塗 り。径 16.5Cm、 復原高2.Ocm。

その他、細長い板材の一端を凸状につ くりだしたもの (10)、 復原径 8.9Cm～ 19。 3cm

の曲物容器底板の破片 6点、復原径16.8Cmの 同蓋板の破片 1点がある。

なお、 S B 1472の 北東隅の柱抜取穴から方約35Cmの黒漆を塗った平織の麻布 (18)

が出上した。糸は l Cmぁ たり7本 と9本である。
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4.木 簡 (PL.16)

本遺跡で出土した木簡の総計は64点である (予備調査14点 、本調査50点 )。 出土遺構は

いずれも、菰川より池 SG1504へ の導水路 S D1525で、予備調査ではその中間地点から、本調

査では末端の屈曲部から出土した。出土層位は、堆積上の下層に近い暗灰砂混り粘質土に

限られ、多量の細長い板状の加工木片が木簡とともに出上した。和銅五年、和銅七年の年

紀のあるものがあり (5・ 13・ 19)、 地名表記等を考えても、木簡はいずれもこの時期の

ものと判断できる。習書様のものがめだち、削暦が出土していること、記載内容が出土量

のギ,1り には多様であること、付札の形態で頭部を圭頭状につくるものがみられることなど

が注意される。以下主なものの釈文を掲げるが、釈文末尾の数字は、木簡の寸法 (長さ×

幅×厚さ、単位はmm、 括弧を付したものは破損により原寸法不明のもの)と 形態分類記号

(イ タリック数字)であると(「平城官木簡 解説―・二」に拠る)

1 .□□□□ 日廿し夕廿□□

| (120)× (14)× 2 δ鋸ヱ

下端に原面をのこすほかは欠損。表には別筆の重複した文宇がある。上日数を記したもの。

2  大伴牟射二匹 (176)× 18× 3 6鋸ヱ

両側はほぼ原面を保つが、上下は欠損。絶 (禄物あるいは布施物)の支給に関するもの

3(PL.16)海 上妹□□匠 (78)× (18)× 2 5θ 8=

上端は円孤に削る。左半・下端欠。上総或いは下総の海上都出身の采女にかかわるもの。

4 ・□里庸□□□手
0      1

右半部欠損。貢進物付札か。里の下の五文字は人名と考えられる。

5(PL.16)。 コロロロロロロ

・ □鋼七年十月

上部欠損。責進物付札

6(PL.16)阿 波国長郡坂野里百済部伎弥麻呂

下部欠損。貢進物付札。裏面に文字なし。

Ciヵ )(月 ヵ〕

7 ・符□□田□ 片岡部□□□□|  =コロ

・弐斜陸斗五升□□ 層拝 |(RT古 万呂

右側のみ欠損。「符」式文書。食料 (米か)支給文書か。

8 ・山田匠 コロロロロロ|       |
。右件□|         |□ 月十五□使

下端部折損のほかは原形。ただし表裏とも材の腐蝕甚しい。文書木簡。

9(PL。 16)・ 御lTh物直米二升充奉

・受古女 九月二 日椋垣忌寸

上方部欠損のほかは原形。下端近く材の中央に小孔がある。「御lTh物」は播磨国風上記賀古郡

の条に「江の魚を捕 りて、御ナ不物と為しき」とあり、天皇の御〕不|こ盛った食物の意。全体の文意

は、同物を米二升で購入したことを示す。本遺跡の性格を考えさせる一つの資料である。
〔正 七 位ヵ,

10(PL.16)中 務省少録□□□匠

上端部に原面を残すほかは欠損。本遺跡出上の木簡で官職名のある唯一のもの。

143× (9)× 5 δθ認

(120)× 21× 5 δθ39

(188)× 16× 4 δθ39

以 上 予 備 調 査 出 土

160× (19)× 3 δθコ

(236)× 21× 5 δθ
"

(160)× 20× 3 δθ」望

(138)× (10)× 2.5 δ鋸ヱ
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II(PL。 16)・ 鴨郡E
・北宮俵匠

下半部欠損。頭部は圭頭状につくる。某国鴨郡より北宮の用物 (米か)を貢進した際の付札。

北宮は、和銅五年の長屋王願経 (大般若経)跛語の奥の「用紙若干張」の下に見える。同経は長

屋王が室の吉備内親王の兄にあたる文武天皇の死を悼み、その追善のために書写させたもの。北

宮は文武天皇の旧居といわれ、域語は同経がそこで書写されたことを示していよう。そうとすれ

ば北宮は藤原京に所在していたことになり、この木簡の北宮も、木簡の年代が和銅年間を下らな

いことはほぼ確実であるから、必ずしも平城京で考える必要はない。この木簡とは別に、平城京

時代に北宮が継続して存在したことは、神亀三年山背国愛宕郡出雲郷雲下里の計帳に北宮の帳内

(舎人)と して同里から出仕したもののいることから知られる。同里にはまた、左大臣すなわち長

屋王の資人もいる◇これらのことから漠然と考えられることは、文武天皇が崩じた後、北宮は妹の

吉備内親王にうけつがれ、平城遷都後も、新京の北宮が造営されたらしいということである。な

お長屋王の宅が佐保に所在したことは諸種の資料から知られる (懐風藻、万葉集、神亀経奥書 )。

本遺跡の所在地が佐保の地とは考え難い。

12  各田部里□古部建

ほぼ原形。裏に文字は無く、里名と人名を表記するのみ。貢進物付札。

13 。若□国省≧象撃署畳御調塩三斗
。和銅五年十月                        172× 21× 5 何∂ヱ

ほぼ原形。墨書はきわめて薄い。「小丹生郡野里」は平城宮木簡347に 「遠敷郡野郷野里」と

ある。

14  田寸里 日下部否身五斗                    164× 23× 4 δθ3∂

ほぼ原形。裏面に文字はなく、里名と人名の表記があるのみ。「五斗」とあるから春米貢進の

付札か。

15(PL。 16)・ 五百冊二

一校授

・三百七十

祭」離した部厚い木婿様のものに墨書している。第一面の文字は殊に写経風の整った文字である。

「一校」は書写 したものの校正を意味し、「五百冊二」「二百七十」等は巻数を示すとみられる

から、大般若経の書写にかかわるものか。経巻書写の際に、このような材を手元に置き練習用に

墨書したものか。

16 ・椋部智麻呂 高椅善麻呂 越越

・身身身□□ 人人人人人人人□

表裏別筆も裏面は習書。

17  ・IIヒ之  1ヒとヒlヒ ロ自□□□白

。□□匡

上・下・左は原形、右も上方に一部原面を残す。習書◇~181二

職戦我我我我

・也也□□而而而

19 ・和銅七年七□ 和和和銅七年
。和銅□□四月廿□日E  コ

〔三ヵ)

右側・下端部欠損、上端部と左側は原面をとどめる。

(86)× 19× 4 δθ∂9

`  176X18×

3  δθ3∂

(173)× 50× 15 δθ8′

214× 25× 6 δθヱヱ

229× 18× 2 60工′

(148)× 31× 3 608ヱ

(192)× (7)× 4 5θヱ9

挙:｀
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左京三条二坊六坪遺跡の発掘範囲は、坪の中′と、部を占め、坪内の%強の面積を占めるこ

とから、坪内の状況を知る意味で貴重な資料となる。遺構は、坪の中心に大規模な園池が

平城京造営前の旧河川を利用して造成された。園池は、導水路出上の木簡、池中の遺物か

ら、奈良時代全般を通じて存続したことが判明した。なおこの園池に併存する建物、塀な

どは、坪の中′ふに造成 した園池のまわりに計画的に配置され、大きく2時期の改修が認

められた。特に、園池西方の建物に、南北棟が多く、近年の京内発掘で東西棟が大多数を

占める知見と反し、園池後方の東山を借景にとりこむ構想、すなわち園池と建物が一体の

機能をもって造成されている。またA期では、園池の四周に塀を回し他の部分と区画した

利用であるのに対し、B期では園池がより広い空間として利用されていること、すなわち、

今回検出の建物めうち、最大規模を持つ S B1540が、池縁から6～ 7丈の距離に位置し、
註 1

後世の寝殿造の地割りに類似することなどが注目される。最後に、今回検出の園池の意義

および、六坪の性格にお、れて結びにかえることにしよう。

日本庭園史研究は、これまで平安時代以降については「作庭記」を含めて文献記録、発

掘遺構、遺跡などよりかなり精細に行われてきたが、それ以前については現存する作例が

ほとんどなく、.文献史料、あるいは正倉院御物山水絵図、仮山などから復原する形で行わ

れてきた。そして大方の一致するところは外来の影響を受けながらも「作庭記」流の原型

の萌芽がすでにあり、観賞と同時に行事雅宴に利用できる実用面とがすでに両立していた

だろうとの推定がなされるのが限界であった。

近年になって、平城宮東院 (44次調査)、 左京一条三坊の発掘調査により、その一端を
膏
=2

註 3

うかがい得たことは大きな成果であった。しかし前 2者が庭の一部を検出したに過ぎなか

ったのが、今回の調査では庭の全域が明確になり、地割 り、意匠、作庭技法を充分その細

部まで示し、上代庭園の再評価を含めて、奈良時代のみならず日本庭園史上画期的なこと

であり、しかも、その遺存状況の良さからみても今後同程度のものを期待することは困難

であり、その資料的価値は測り知れない。

今回検出の庭園と、44次、56次調査検出の庭園遺跡を比較すると、池の水深がいずれも

20～30cmと 浅く舟遊びなどの宴遊には適さないこと、水際の勾配がゆるい点、汀線が複雑

に出入りすること、庭石が奈良盆地東縁部で採取できる梧曲ある石英質片麻岩、花南岩を

用いているなどの共通′点を持ち、奈良時代作庭枚法の一端を知 り得た。なお、今回の園池

では、池底にも玉石を敷 き、池縁に石を立てるなどの特殊性もみられ、池中からの植物遺

体、花粉分析資料より、当時の庭園植生をもうかがい得た。

また、当時の日本文化に密接な関係のあった慶州に遺存する臨海殿庭園 (雁鴨池)が、
註 4

その庭園意匠について、すなわち、①旧時の水路を利用して池水を補給する ②池を近景

に東山 (金剛の連嶺)を遠景とした借景園である ③庭石で水蝕ある半花南岩質のものは

池畔、水辺に、砂岩質のものは仮山などの頂に使用するなど、庭石の石質に応じて使用場

所をかえる ④庭石の使用が、池汀の変化する所、例えば突き出せる先端とか湾曲の開始

点に集中する ⑤東4貝J中央部、池の方向に向って碑を敷き並べているなど、規模こそ違え、

今回検出の庭園と多くの類似性が見られたことは興味ある点である。
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次に、左京三条二坊六坪の遺跡の性格をみてみると、

①出土遺物のうち、日常生活で使われたと考えられる土器や木製品などの遺物が少い。②50

点の軒瓦が他の京内遺跡と異なり、いずれも平城宮使用のものと同型式に属する。また平

城宮瓦編年 I期の軒瓦も見られ、京内の住宅に瓦葺きを奨励した神亀元年以前からすでに

瓦を葺いた建物が存在した。③木簡ではまず1りの北宮が注目される。この木簡が某国鴨郡

から北宮の用米を送進した時の付札とすれば、この遺跡は北宮そのものであることになる

が、用米は京進されたのちにこの地に移動したとも考えられるから、これだけではなおそ

のような断定ははばかられる。さきにのべたように、和銅五年の長屋王願経の政語にみえ

る北宮は、藤原京の宮である可能性もあり、この木簡が同経とほぼ同時期のものであるだ

けに、木簡にみえる北宮も必ずしも平城京のものとは考えられない。北宮がその後平城京

時代にどのような形でだれに伝領されたが不明であるが、天皇とその一族にかかわる宮で

あることはまちがいなく、そのような北宮とこの遺跡が深い関係にあったことは確実とみ

てよかろう。これとの関連で、(働の御lTk物云々の木簡が注意される。御郭物という表現は、

天皇および一族の食膳に関するものであるから、これもまた、この地の利用者に天皇一族

が含まれていることを示している。また10の官職名を記すものも、木簡の用途はいっさい

不明であるが、これがほかならぬ中務省の官人であることは注意される。これを要するに、

木簡から知られることは、この遺跡が天皇家と密接な関係をもつものであるということで

ある。①園池の形状、水勾配から考えて、これは曲水宴に使用されたものと考えられる。
註 5

曲水宴は毎年二月二日に行われる楔の儀式で、正史には天皇が臨御して行なう公的行事の

記事がみえる。このほ力V膜風藻には公卿の私宅の曲水宴でつくられた詩が載っている。楔

をやるためには清浄の水を流す必要があり、清水を流すために、導水施設S X1523や 、園

池北部の上水を取る浄水施設 S X1524があり、池底に玉石を敷くなどの庭園意匠がみられ

る。⑤平安京の都市計画にあたって内裏の御苑として作庭された神泉苑と類似した占地で

ある。①A期において、園池四周に塀をまわし、他の空間と園池を区画して利用している。

以上のことから判断して、この遺跡は特別な用途をもつ園池中心の公的な宴遊の施設で

ある可能性が高い。また天皇とその一族に深い関係のある点からすれば、離宮ないし親王

宮との関連も考えられ、この遺跡をふくむ全体の敷地は、2町ないし4町の規模を持つも

のであろう。なお隣接する左京四条二坊には藤原仲麻呂の田村第、市原王の邸宅が存在し

たことが文献から推定されている。また邸宅の園池を詠んだ万葉集、懐風藻などにも今回
註 6

検出遺構 と同様な庭園意匠がみられることも注 目される。

註 1)い南庭を置くことは、階隠の外の柱より、池の汀に至るまで 6。 7丈、若内裏儀式ならば 8

,9丈 にも及ぶべし
い
「作庭記」

註 2)「奈良国立文化財研究所年報」1968

誰 3)「平城宮発掘調査報告Ⅵ」奈良国立文化財研究所学報二十二冊 1974

註 4)「平安時代庭園の研究」 森 蘊

註 5)7頁参照、他続日本紀で、鳥池婚 (神亀五年)、 宮西南池 (天平宝字六年)島の院 (延暦

四年)な どにおいてそれぞれ曲水宴の記事が見える。

註-6 7頁 参照、他長屋王佐保の宅 (懐風藻)、 藤原不比等、葛井連広成、石川朝臣 (万葉集 )

など各邸宅の庭の記事がある。
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PL.1 6AFI‐ PQ区遺構実測図



PL.2 6AFI‐ PQ区本調査全景写真
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導水路・井戸



PL.7 桂  穴

S B 1540, S A 1538柱穴 (南 より)

S B 1540、 1542柱穴 (南 より)

S B1540オ主ク( (南 より)



S X 1464(Jヒ より)



=ゞ
に  PL。

9木  組

S X1463(束 より)

観
一

Ⅷ
S X1503(南 より)



(西北より)

東岸州浜 (南 より)

東岸石組 (東 より)



Pヒ 11池 細 部

S X1524(東 より)

(西南より)

X1468(東より)



P L12池 細 部

S X 1461(西 より)

池尻西岸 (西 より)

池尻南岸 (東より)



PL。 13池 (湛水状況)

池南辺西岸 (南西より)

池中央西岸 (南西より)
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PL.17植物遺体

騨

1.P icea(ト ウヒ属)2.Tsuga(ッ ガ属)3.P� us(マ ツ属)4.Cryptomeria(ス ギ属)5.Queruus(コ ナラ亜属 )

6.Fagus(ブナ属)7.Patrinia(オ ミナエシ属)8.Persicaria(タ デ属)9.Gram� eae(イ ネ科)10.Fagopyrum(

H.PotamOgeton distinctusの 果皮 (ヒ ルムシロ)× 100 12.ibidの 内呆皮 13.Melia azedanach(セ ンダン)の内果皮

14.Pinus thunberg� (ク ロマツ)の球呆    1-10 pollen,magnitude× 9oo
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